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ここで A = gpeak=4r2tpeak であり，r = 20 [m]，gpeak =
0:5 [S]，tpeak = 2 [msec]である．
図 1 大脳皮質第 5層錐体細胞
（左）とそのスパイク系列（右）











1 + exp((tx1   tR)1) (2)
q =
1








系列が図 4 である．NEURON のスパイク系列の時間を最小発
火間隔（この場合は 9:025 [msec]）で離散化しているため，x軸
の値に最小発火間隔の値をかけることで実際の時間が得られる．
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